
2月報告書 常陸太田市 地域おこし協力隊
梨栽培の担い手 石原 恭

行った主な活動

剪定

引き続き梨の樹の剪定作業を行い、不要な枝を
切り落としながら樹形を整えた。枝の込み具合や
全体のバランスを確認しながら作業を進め、2月
中に園地全体の剪定作業を完了した。これまでの
作業を振り返りながら、最後まで丁寧に仕上げる
ことを意識して取り組んだ。

活動を行った感想など

剪定作業については、今季の作業を無事に終えることができ、全体の流れ
や作業量を改めて把握することができた。
苗木の仮植えでは、自分が将来栽培していく樹になることを意識しながら

作業を行い、責任感を持って取り組むことができた。

今後の目標など

来年の新規就農を見据え、これまで学んできた作業を振
り返りながら、より理解を深めていきたい。

苗木の仮植え

来年の新規就農に向けて使用する梨の苗木を仮植え
をした。シャベルを使って穴を深く掘り、苗木を植え
付けた後、風で倒れたり折れたりしないよう支柱を立
てて固定を行った。その後、苗木の生育を考えて肥料
を施した。将来の栽培に向けて、自分が管理する苗木
を実際に植える貴重な経験となった。


